
平成21年　事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市師岡コミュニティハウス

項　　目 方　針　・　目　標

港北区区民利用施設協会の運営方針に基づき、地域の人々の自主的な活動と相互交
流の場として、誰もが気軽に利用できる地域のための施設となるよう、利用者の立
場に立った支援活動を心がけ、活力とふれあいのある快適な地域社会づくりに貢献
します。

　運営方針

　運営目標

日々の個人利用及び団体利用の来館者に対し、区民利用施設の職員としての自覚の
もとに、笑顔で、明るく、親切な対応に心がけ、一歩踏み込んだ支援の手が差し伸
べられるように努めます。また、利用の仕方をわかりやすく案内するための創意工
夫を重ねます。

　利用の促進

地元の港北区師岡町、樽町だけでなく、隣接する鶴見区の獅子ヶ谷、駒岡地区をは
じめとする鶴見区居住者のご利用も徐々に増えています。集会室の稼働率の面で
は、順調な「午前」「午後」に比べ、ご利用の少ない「夜間」の利用増の手だてを
工夫します。

　事業目標

港北区制７０周年・横浜開港１５０周年にちなみ、７月に「開館２周年記念ふれあ
いコンサート」、１１月に「第２回文化祭」を開催します。また、館主催事業は、
バラエティーのあるプログラムを組んで展開し、自主活動サークルへの継続へつな
げます。

　情報提供

①月例発行の「師岡コミュニティハウスだより」は、トレッサ横浜を取り巻く港北
区師岡町・樽町の全域、鶴見区の駒岡・獅子ヶ谷の一部地区への回覧板配布を引き
続き行います。②インターネット・ホームページの更新を頻繁に行います。③館の
玄関前、廊下に面したガラス窓、そして館内に、ポスター等によるＰＲ情報を掲出
します。④「神奈川新聞」の購読による住民サービスを続けます。

　危機管理

①大型複合商業施設「トレッサ横浜」の一角に位置する区民利用施設としての特殊
性をふまえた「防災計画」と「危機管理マニュアル」を作成し、職員研修による共
通理解のもとに対応します。②館内における乳幼児の事故防止にかかわる保護者へ
の注意の喚起に配慮します。このことに関連して、「ヒヤリ・ハット集」を活用し
たり、「事故防止チェックリスト」による定期的なチェックにより、事故の未然防
止に努めます。③緊急事態の発生には、トレッサ横浜の「監視センター」及び「管
理事務所」との連絡を密にして対応します。④トレッサ横浜が実施する防災・避難
訓練に積極的に参加します。

　維持管理目標

①当館の施設全体が、いつもきれいで、清潔を保つように、きめ細かに巡視し、日
常清掃に取り組みます。②当館の施設・備品等の維持・管理については、きめ細か
に巡視点検を行い、故障や破損を発見した場合は、早期に修繕し、事故の未然防止
に努めます。

　公聴「意見要望」

①「師岡コミュニティハウス委員会」５月、12月の年２回開催。②「利用者会議」
４月、10月の年２回開催。③「文化祭参加団体調整会議」７月開催。④「団体利用
予約一斉受付」　毎月１日午前の開催。⑤「投書箱」の定期的開封と対応。
※利用者からのご意見やご要望は、施設の運営改善に反映できるように努めます。
※生じた新たな課題等の対応については、上部機関とも相談し、当館としての考え
方と対応を明確に、丁寧に説明し（館内への掲示や「師岡コミュニティハウスだよ
り」への掲載等）、利用者のご理解を得る努力を重ねます。

　個人情報保護

「横浜市個人情報保護条例」及び「港北区区民利用施設協会個人情報保護規程」に
基づき、①「団体登録リスト」「利用許可申請書」など、個人情報の注意深い取り
扱いと保管を徹底するとともに、適正な管理を行います。②「個人情報保護チェッ
クリスト」による定期的な点検を実施します。

　その他

大型複合商業施設「トレッサ横浜」の他のすべての営業テナントと異なり、営業収
益をほとんどもたない当館であるが、今後は、トレッサ横浜の集合体の中で、どの
ような自己表現・自己実現の形をとり、他や全体と連携していくかが、母体のト
レッサ横浜（㈱トヨタオートモールクリエイト）からも課題として提示されてい
る。
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